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令和５年度第２回目の執行委員会を開催し、各部
会から決定事項と進捗状況の報告をしました。
また、教育委員会から「施設一体型小中一貫やま
と学園施設整備基本計画（素案）」について説明
がありました。

①学校運営部会
校歌

現在、大和小学校の校歌に入れたい「言葉・フレーズ」を募集しており、皆様
から寄せられたものは、準備委員会等の協議を経て選定することとしています。

校章 児童・生徒のアイデアも生かせるような作成プロセスを検討していきます。

②ＰＴＡ部会

体操服等
大和小学校の開校に合わせて着用できるようスケジュールを整理するとともに、
詳細な仕様を決定していきます。
また、保護者の皆様に負担のないよう、移行期間の設定を検討します。

組織、規約
行事、予算

主に令和６年度中に協議・検討に着手することとしています。

③通学部会 通学方法 ≪決定事項は裏面を参照≫
新たな通学路や登校班、見守り体制、欠席連絡の方法や乗り方マニュアルなど
の具体的な運用について、学校・地域・教育委員会とともに検討していきます。

スクールバス

運行計画

④地域部会

伝統芸能
教育課程、クラブ活動または課外活動への位置づけや実施方法について、引き
続き、やまと学園校長会を中心に検討を進めます。

学校地域連
携協働活動

教育カリキュラムと関わりのある活動について、引き続き、やまと学園校長会
を中心に検討を進めます。

ボランティア

活動

教育カリキュラムに組み込めない活動は、関係の方々との相談・調整を行いな
がら継続手法を検討することとします。
また、地域のボランティアに担っていただくことや組織の在り方、継続性等に
ついても検討していきます。

見守り活動 通学部会の進捗状況により、関連する見守り活動について検討していきます。

⑤教育課程部会

行事予定等
修学旅行、宿泊学習、社会見学、参観日などの予定や、やまと学園の特徴を生
かした教育課程を令和７年度以降にどう取り組んでいくのか検討しています。

校時程、
道徳教育等

スクールバスの運行開始に伴う校時程の調整を進めています。
道徳教育、特別活動等は、やまと学園グランドデザインに掲げる３つの資質能
力【自律】【尊重】【創造】とのつながりを意識するとともに、小中一貫した
ものとなるよう計画の見直しを進めています。

⑥事務部会

備品
大和小学校で使用する備品の選定を進めていきます。
なお、補助金で購入した備品や教材備品についても合わせて確認します。

文書
大和小学校に移管する文書については、関係組織を中心に精査し、保存年限が
ある文書については、廃棄するまでの保管場所を早めに確定させておく必要が
あることを部会で確認しています。

決定事項と進捗状況の報告

日時：令和６年１月25日（木）18:00～19:30
場所：大和コミュニティセンター２階会議室

令和５年度第２回執行委員会

松田
アドバイザー 本日は、子どもたちの安全安心をどう守っていくのか、保護者や地域の方々のことも考えながら議論がな

されました。これからも学校、家庭、地域、その他関係者が各々の得意分野を生かしながら協力し、大和
地域全体で子どもたちの安全安心を守る環境をつくっていけるよう取組を進めていただければと思います。



お問い合わせ︓光市教育委員会 教育総務課・やまと学園推進係 （担当︓桑原、石川）
ＴＥＬ︓0833-74-3601 ＦＡＸ︓0833-72-7202

塩田小学校区の児童 ➡ スクールバス通学

三輪小学校区の児童

➡ 居住地区により徒歩通学またはスクールバス通学 ※児童のいない地区もある

 徒歩通学
• 宇立 • 共栄平和 • 神手

• 岡原 • 草場 • 千福

 スクールバス通学

• 小豆尻 • 片山 • 戸別当

• 鮎帰 • 片山団地 • 西畑

• 石田 • 共和 • 西八幡

• 市 • 貞延 • 美原

• 潤田 • 千束 • やまと台

岩田小学校区の児童 ➡ 徒歩通学

束荷小学校区の児童 ➡ スクールバス通学

通学方法

※下校時については、学年や曜日によって時程が異なるため、具体的な運用は今後の調整となりますが、
基本的には登校時と同じルートを運行する方針です。

小倉１
塩田小学校２
佐田上３
海田４

市１
三輪小学校２
大和小学校３
三輪小学校４

夕日の滝１
束荷小学校２
伊藤公資料館３

里の厨４

塩田線 三輪線 束荷線

スクールバス運行計画（運行ルート・停留所）

大和小学校
（現：岩田小学校）

三輪小学校

束荷小学校
塩田小学校

至光井

至立野 至周東

至柳井

至田布施
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通学先である大和小学校区（現岩田小学校区）で最も遠い地区を徒歩通学
の基準として区分しました。 ※通学場所が現在の大和中学校の位置に変わるときには再検討が必要

現時点での想定のため、児童の
乗車場所やスクールバスの出発
時刻、停留所を通過する順序は
今後調整があります。

１

現在の通学環境（生活リズムや通学路など）
をできるだけ変えないよう配慮すること。

ルートや停留所の設定に当たっては、バス
が周辺の交通状況に影響を与えることなく、
児童が安全安心に乗降や待機ができること。

検討のポイント岩田
ＪＲ

大和中学校

４


